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附叫'"伝情印刷した「山岨佃J t悶 1幡市酎一日月 l帥川畑仕日
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喜志』険会へも健也をお酬も1してい*T. [>上映帽 「岨さまのレールJ(措帥附酬

.た ""ι 岨月売で字削闘しで 1分間.I!l'.<':うを きんの体験記.怖と輔の"の恥暗いた酬のγ

行います.みなさんの本緩や・R喝などでも実施して〈化 ニメ シ， ν.上映時

さるよう岨いします. 恥

t叫脚酬の白 川 6日間前B時l叫11>';' 1>定員 瑚人〈入場

T.崎..・・..の8"，811911働午前"時2分かり 嫡撃事〉

・・・記・lJ..HIII~ます T.し込み R J! 5 U 
広刷酬の彼処出'出.，傘ル1.;<':' 1叫んぶし.す. .でに闘で崎司M

t市値商玄関ホ ル'"8 11 4 U附-10m伺{l 日曙U 搬公.，畢へ.

"除く)

t扇劃醐ロビー---8月"日凶-18，!附〈月曜日晴

" 
親と子の施設見学会
8 JI 1日-"の同の週l司」に日み市とホ

削げ日日間川駅周.，監す圃

【と き】8!1211ωq陶9時半〈巾を役所j色関. 
.. 駐の，-午後3時，

【企ころ1'I¥i[1ダム附印刷
【定員} 小・ 'I''l'~生とその保護 lnoo人
【得色倒】弁吋筆記瑚只rl(::
【・し品】はがきI，!t所氏名

学11:、電量IP;i，a
いて 1JlZS日.でに
l怖勝広W公隠a、
多い嶋合"姐湿.

曜

而E王正フェスコディパル
「八重桜祭」出場者在募集
Hごろの酬の師出う柑酬しで〈闘い.
【と 曾】"月15[J(!-).16日凶

【とこ 引 史跡文化匂>.ー(三象人略ーr目)
同門】剛"，舞踊帽沼目、紬

('場三味線尺八IU!)，得費量 〈受.
歯車袋 パンド演袋"ど〉 歌(跨吟

蝿 ヨーラスえなど) その他(醐

IU!) 

【・加..】 市在住 a，防の^に似り.す.
【醐し帥】市嗣文化問醐えf仰の醐で7

""日.でS園多い場合'"由選。くわ
L く凶同S壊れ.

帽しみんだより開 舗を酬しています.
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"各省略いたし華料ともに.醐刷企暗暗闘
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仲間嚇蜘闘とし喧し川城山
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' 7月 ・日月は宵~年在非行方、ら守る強調月岡

7月 ・8月は青少年を
育

非行から守る強調月間

て
夏休みにλ晶と、ややもすると事E的世解肱誼か

よらFども丹4・M申るみも非行にはL畠場合ιでて.
ます. つ下ども4是非行から守るためには、車臨や地域的.

."を充実す畠 ζとがk切です。干どもは担岳ι、由 dし、

.止と Lて院長し、祖国笹を見て宵ちます.車畦で

とは世田ようなこ止に気をつげまc，う.

地、

家庭はやすらぎの場 り
申うたりとユ モアの品昌明畠かムード、それが

だ子Eもを.行から守ります，

と
家庭は子どもを保護する場

d田也、
子ども自制みを聞いて島げる制f円割がら、むや L 、
みな干'は，けて、と由記はそうと見守りまc，う.

家庭は子どもをしつける場

や

り
おとうさん、おかあ害ん、LうかりL，I，人生申日

的をもち、子育てには日 f~ '1をも 司て Lつけま C ，う.

⑧亙亙亙忌亘ヨP
家胞かり酬されるゴ は rtiが無事事で処聞していますが

会社<酎かり附きれ.æ;:f ~I:市で"酬しま払 ~t，

引っ舗しゃ総本のせん;uはどで 略的ι多量置に出るゴミ
も市で収集"ぜん.

ζ 川のゴ~I:.n抑制.醐"'"υ，品'"
ニ)ヘ般人するか、 6)慢の 般険'貨物収集週E・u~ r..に仏領
Lてくt"~きい.

これりの業lOlf.，1;の'何回げで刊でー酬魚"の
収集還"を行q てい.す.

E量f主浄化憎の清舗は浄化制曲作l凶〈金If.， 8方
式の靴備はおおむ釘 5 叫1 日記 1 剛~.l )唱す，こ

とが..づけ bれていますので、 市の許可を受けた，，"の

.帥柑醐可制へ附してげさい.

一般廃棄物処分手数料
0一般家庭か切 崎的多慣に附たゴミを自分で環嶋守j時E

N 入する叫 I∞岡山燃料〈以上闘争川

につ曾倒'J~'必船.

04l;J;~長ゴ 会事業信が環境繍，工場へ織人する場合"、

叫につ阜剛叫甥です.

問い合わせ

鍾.湘.工栂への織入U同工場〈曾⑮ 30 0 0)、許可

岡山 1い .

31m""，，， 

こんなときは早めに
少年指導センターへ
・学伎をする休唱する
・家であまれる
・タバコシンナをすっているようだ
・夜遊びか多い
・家のお金を待ち出す
・子ども自身のさまざまな悩みなど

舗の揃み 子どもの悩みの附按i応じH ，

(梅街厳拘

市極賢少年指.<陸μタ 曾@1 1 1 1 
同各l岬刷、】，的年欄4聞が酬で
の非行動止や<<.，"かりの制厳に応じています. 

••• 

• 



R!liilfiD'34-1111潤亨広泊二議，-・ 7目1-1・お知らせ

包
月
1
日
は
固
定
資
産
税
都
市
計
画
税
(
第

E
期
分
)
の
納
期
限
で
す

tラ

政

園
児
竃
揖
養
手
当
及
U
特
別
県
富

-R
費
手
当
の
更
斬
手
酬
を

2
1
1
i
B
a
 

l
i
-
;
iの

;品
2
Eす
ぐ
に

iき

を
し
て
く
だ
さ
い
・

4
2
f
E

つ
い
て
は

1
4に
喜

望

号

に

通
知
し
ま
す
固i
i
i
i
t
 

次
の
と
お
め
で
す
・

雪

4EEゆ舗
を
し
て
じ
い

人

u
f
i
-
-
i

ー
し
て
く
ど
さ
い
・

i
免
亡

E1竿以

上
主
福
田

midi-品

22して
い
る

E
E
H
E

f
t
?
i
l帳
1

2
壁

一
き
の
状
飽
に

2量
主

符

し
て
い
士
で

222粛た
す
人

i
i
t
 

①

MMA付金
《
左
船
例
制
祉
作
金
金
険
〈

vum

i
z
j
i-

-
s
z
i
i
;
z
 

る
-

⑧
児

f
a
i
t
-場

3
2
h高〕
Z
る・

⑨
見
省
が
福
祉
‘
訟
に
入
所
し
て
い
年
い
-

EZTMtHFZZ鉛

書

に

号

し

て

か

り

5
E
2し
で

い
は
い
こ
と
・zi自
a
i

s-412緩衝
f
f

巡回日程EZZEEZFしe刊で
【聡.嶋岡}

2
も
他
中
作
皮

(t書
f船
3

4
織
の
一
館
、
縦
何
千
眼
目
の
一
郎
)
の
隊

宮

あ

る

m
;
i
i
Lても

る
人
で
次
の
伐
安
作
止
す
尚
止
す
人
が
受
除

Z
3・

①

2
4
2
g
a
g
-

る
-

②
児

-mum倒微
施
設
に
入
所
ーも
で
い
匂
い
E

⑨
附
帯
を
馴
向
L

す
る
年
金
を
愛
"
て
い
は

-
Eい
合

宮

市
役
所
量
車
線
へ
圃

圃
老
人
匪
僚

E
e
老
人
医
療
費
受
桔

圃
資
格
E
か
変
わ
り
ま
す

-
】日
tfEm助成
制
度
の

際
縦
誕
ま

f
u
受
給
資
格
証
が
新
し
〈
切
り

空

白

色

が

「

27Z2t

t
A
E
i
4
t
 

i
i
i
z
i
 4

9
闘
也
の
人
(
老
人
保
健
法
wm
徳
受
給

rJ-a

品
J
い
る
人

MFLgz・

量

を

受

1
iは
必

ず

断

L
U医

出
額

UZSと
健
旗
似
検
証
《
ま
た
同
船

Auae

tz閣の
guff-B

i
z
z
i
i
z
 

ωrl例
制
惟
探
ま
た
凶
偽
山
訟
所
謹
絡
所
へ

単
ーし
て
く
犯
さ
い
・

E
2一」の
E創普
通

州

主

Z
I
i
-
2
2
8
 

472HtE人で
、
放

の

置

に
あ
て
は
ま
る

tan--，
Eの

!
i
i
i
s
 

f
i
i
i
iき

を
し
で
〈
だ
さ
い
・

i
v
T
E
c
i
 

mい
ず
れ
の

tzsE宮市
町

村

長

2
4
iハ市
町

E
E

-
-
Zされ
る

人

主

主

で

f出
り

か

の

i
f入し
て
い

る
人
・isに!
の

i
t

宮

z
a
m
i
-
-

は
そ
の

7M暢
⑥
半
暖

6
U可
川
円
以
風
間
に

転
入
し
た
人
ゅ
、
簡
の
市
町
村
が
先
行
し
た

伝
入
布
金

M
の
叫
平
成

6
年
度
分
市
町
村
民
訴

の
所
得
舗
が
鼻
血
畿
で
あ
る
琶
町
引
脅
⑥
配
偶

t
s
i
l
l
E
z
 

ttE、そ
の
人
の
草
地
の

E

E
?
i
6
5
z
i
 

の
蔚
得
割
M
M

非
課
後
で
あ
る
uz
明
脅
・

〈
わ
し
〈

u
i
t
-
-

・
…
聴
理
者
等
由
漢
に

圃
特
別
輯
何
章
を
宣
給

第
需
悶
附
"
別
給
付
金

「
い
じ
“
ど
凶
健
?
，
長

2!Lる
i
i
燃

E;!
長官;ι4符の

月

11』口に
EおtLi依B官
i
2

ぐ中央丙醐醐か"の山，，;t)

刊叫・U~111， S 11. 1511， 2211則、 3m

州]..0，(""1.1 



お知ら包・市'"育c'34-1111 iIO〒医泊 三条大組問一7自H

船慣
例
金
釘
L
て
t
，
。
入
に
同
僚
A

・q凶刷
万

円、
担

2
2毒
さ

れ
ま
す

平健主
主
主
人
u
E
4
5

j
i
m
-

-
青
少
年
児
童
童
館

・
5
直木昔
自

-
P
3
 

3
2車
会
館

E
E自
中
起

り
凶
勧町民句
聞
か
変
わ
め

s
e'・

と
さ

8Mlohh品
川
A

ホ
瞳
H
M
M休

館

)
Z

1
2
9時
半

後

5

8
 

一
巡
回
行
政
相
普

51号、
?iiι

勺

L
て
「
わ
か
ら
な
い
」
「
町
て
い
る
』

Eがあ
れ
ば
量

E
g
--

ム

ae

7
月
鈎
円
働
午
後
崎
山
下

6
4時

T-Z
4
2
5
2面
再

町
)
2断
e
プ
リ
ワ

タ
ス
ペ
ー
ス

マ
闘
い

E
Z
E
E
-
8
1
 

1
0
0
》へ
・

圃
な
ら
ま
ち
の
昔
の
写
真
を

圃
揮
し
て
い
ま
す

i
!
?らまち
の

麟
史
を
知
可
て
も

4
aう
と

『
包
ら

aZ2

3f312str-

T
E・
t
z
z
t司
t

i
-
-
i
i引
8
伸

ば
し
て

21ffM量
E
U

L
た
後

制
限
侠
拘
に
建
し

k
げ
ま
す

'
ii
i;
i
 

f
i
g
-
;
z
 

ち
』

t
z
I
=
z
p
L以

毎回
E 

1
8
1
l
i
z
-
-
t
 

催
し
・
教
室

-
山
身
障
害
者
・
児
白

圃
ブ
ー
ル
で
楽
し
む
集
い

と
さ

7
n
u臼
倒

q
前
凶
時
L
正
午

〈型

1
1こ
ろ

咲

き

l
ル

ハ
街
政

ニ
T
H
》

・
送
迎
パ
ス

i@
J
N

G
良
駅
前
《
9
時
初
分

V
S
杉
今
中
町
e
ス

停
i
1近
鉄
管
内
対
駅
ト
リ

ム
ラ
ン
ド
一一行き
t

ス

T法
宮

町

2
T
Zプ
L

i

i

i

i

 

i
f
i剛前
R

iz
--
;
i
 

e
ス

i
i

-

7
t
i
;
 

i

t

J
 

7
i
E

E

 

い
合
わ
ぜ

市
畦
高
m

t

f

一ゎ、

f霞
へ

-

E

一
輯
と

Zリ
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
1

2
か
り
出
さ

Eq--zR

at学
L

ご

み

首

リ

7
タ

2
つ
い

l
t
t

と
-
e
a
R
M幻
H
凶
と

μ川
附
の

2
句

2
9時
市

役

所

虫

4
T時ご
ろ

富

;
i
 

告
毒
血
占
古

車

ν
Z又
E

t
--
t市)

'Z
T
t小

8
月
1
日
は
下
水
道
恵
業
受
益
者
負
担
金
(
第
1
期
分
)
の
納
期
限
で
す

一
行
方
不
明
書
量
高
融
商

2
i
i
E
Eのよ
う

に
自
主
党

と
き

τ
aM
M
H側
、
幻
日
例
午
前
9
時

1
午
後

6
時
:
一事

山の

1
f

fa同
町
七

主

食

品

駅
下
都

大

山

Mpa
酬
商
醐
巴

圃
歴
史
街
道
倶
楽
部
の

園
個
人
会
員
宅
募
集

i
i
z
i人

に
!
?
?と

こ

の

誌

に

自

し

て

〈

れ

る

人

員

t

銅入
自

主

1
2
i
L

て
い
ま
すTaal-tsa 

①
会
一
H
A刃

ド

A
A
M
誌
の
送
付

⑨
歴
史
街
遁
ガ
イ
ド
プ
ヲ
タ
の
骨

⑨
協
議
会

2
12
送
付

④
リ

フ
レ
7

‘F
『季
節
情
旬
」
等
の
週
付

;
i
i
a
 

⑨
脱
出
史
街
道
計主
聞
に
闘
す
る
鑓
獲
の
募
集

主
人
会

i

i一千
川

Zしま
222FAXE

所
有
量
主
主
M
遣

会

ハ

〒

聞
大
島
民
巾
比
以
ゆ
之

auハ
-
二
七

宮

i
l
i
a
}
i
o
F
A
x
e
s
-

辱言F々

!iFiji;jjj!!?25提言i1jZ12
;!jj山!;i?;!i!!;!lR館!jii;ii
37iii;iiiii i土 iisftl? isi3ii
'1紗 L.'''j.



市民1lift3(-!1ll聞〒官狙ニ・.・・-T固，-， ・お知らせ

ミ
ス
虫
剤
良
の
募
集
は
7
月
白
白
ま
で
。
く
わ
し
く
は
市
観
光
協
会
{含
⑨

5EO口
}へ

園
範
古
福
祉
セ
ン
タ
ー

・!
-
j

E

j

 

ふ
れ
ゐ
ぃ
=
長
会
理

t
z

と
健
常

eと
の

au慣
の
愉
を
広
げ
て
も
ゆ
お

う
と
鋼
値
し
き
す
・

s
a
-
-
A
s
i
 

fsqtM2韓
を

L
E

:
iHe--出
目
場
面

主阻害

E
E》

1
2
s

zahでま
す
の
で
パ
ス
を
泊

T

犯
さ
い
・

園
母
子
掴
祉
セ
ン
タ
ー

・
〒g
il-

-
i
 

E
S宇の
プ
ー
ル
句
集
い

6

1
0
3
1
j
 

:
i
z
-
-
t
u
z
 

ai
-
-
?
z
 

i
n
v-
a
u
i
 

什
婦
、
時
，
の
氏
名
古
令
旬
、
μ
可
.
、
電
“

:‘j
u
t者で同

匂

y'ーへ
・

-
サ
ン
ア
ピ
リ
テ
ィ
l
ズ
奈
良

-i
i
 

・・6nヲフ5EF《昼
WMJ?a

ふ
れ
@
い

t
ン
プ

と
き

8
川

百

倒
守
後

1時
vsmuM午
後

3U町
V
V

i
i
-
-
-
i
 

za干円
耐

え

の

喝

2体
av

--R昼間市
合
住
作
品
mで
泊
。
歳
以
ー
の
心

a官羽入E?
=
1
s
i
品

a
m
?
I
:
-早川
ポ

・

2
1
4
4
8
p
 

z
g
;
i
i
n
a
 

と
そ
の

E
z
i
!

iz--LL
'B
 

l
政
厳
掬
同

a
h
t
s
t
T句
、
代
崎

氏
句

e・
、
‘

a‘
川
、
園
開
制
"
の
姐開
制
金

鳴
い

τeHMHaaでに
Md断、
省
点
‘

t
 
園
西
老
容
の
家

-
j
i
t
-

-
-M釘RQ
I
E
V
I

E
'
Z
E
S
e日
HW

Aral脅か
h'
v--7
V『
亀
の
申
よ

42L
i
i
盟
主

山
身
掴
祉
事
定
附
常
備
珂
事
の
J
碕
単
記
さ

ん

-v-za関
a以上
の
人
醐
人

vm

Lt
s
z
t高
司
電

話
寄
り

S
E
a
t
-で
に
盟
、

噌

'um--d・.

圃
勘
骨
者
陣
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
5
1
i

-j
一一

i

3
コ
ン

z
a
S
2
B
7

5
2
iAnn-mtug 

z
H
E
a
l甲
JM

V

富

市
E
-Sの書
at

-
-
実
調
網
i
;
;
S

千
醐
円
〔
敏
材
拘
合
C
)

v・
め
切
り

a
n
2
U

パ
ソ
コ
ン

z
a
S
S
E
-

5

i
t
s
-
i
 

E
H
a
s
i
-
-凶

H
金
臓
〈
・
州

V
定
員
副
作
住

-a舗

の
鋤
働

MR防人
''a"ー;;S下
醐
川

1

2
i
切
り

7

品

7
5
2
5主
主

B7

5
j
i
j
i
 i

i
s
z
;
i
 

F
A
'Z
Z伐
高
品

an行間
人

vazm斜
‘

Y
加
川
《
数
材

需
主

Eめ
7
7
5け

A-しま

V
1
1塁
31

a旬、
仲
代
崎
氏
名
、
‘
絹
播
可

鋤

ma

aいて
S
I
z
-
-

1128'Eひと
り

14

13
ミ
多
い
場
A
H
U畑
違
句

一
伝
統
工
芸
と
の
ふ
れ
あ
い

里

E
E
F
t伝聖
E

i
;
1
2
Eつい

て
符
え
て

aeら白
う
と
調

8・ze'・

と

-

?
8月2
品
i
u

:
1・82Htu刊

百
品
川
崎
、
正
午
、
午
後

IP
A

-
=
s
y
i
i
E
 

i
f
--
1
2
 

京、

i

j

i
HE

RS-
E
-
z
H
8
 

・660
1》
へ
・

-
J
-U
っ子
村
』サ
マ
ー
キ
ャ
ンプ

圃
村
民
誕
鏡j
s
sニナ

j
z
z
i
--

b-aτ
28n"日
ωltnnω
・
3前4

U
i

-

-eんさ
い
の
咽

-v定
風

小
7

5

8句

"
1
m
A
，
，
網
"
ー;
1
H
Z
F内

-e

L

号

ufに白
川

R
R

'eeawn"抑
制
・

Mwm““vt
‘

i
E
A
N
e
-
-

F
N一μ
茨

U
宮
本
出
手
印
@
由
町
長

三
宮
里
会

adm内
包
・

e

atzwA吋・
多

い
場
合
U
畑
迎
、

eahf 

rtLτ 

い

2
・華街

uuat 
一聖
子
由
主
大
会

と
き

a
R
T日
闘
停
倒
S
時

viyq後

AA要
員

2
1
A
F
E

-
-』;
i
a
i

-mJ泡陽
Lr・鶴岡
嶋
嗣

v
vωma幼
槍

欄
隊
側
鋪
児
、
小
中
学
生
と
そ
の

mw'

何

za
q
害
時

t
'

y、有
a
u
j
H
i

LEV
I
a
--目先
刊
に
よ

i
t
z
z
S

4

 

〈
わ

L
A
i
-

-
平
据
わ
ん
ぱ
く
小
型
門

i

i

i

j

 

児
童
@
y
'
I
M
F
款
の
と
む
り
行
い
企

ze--

と

-e
sHn，Hω・
3H附の
1的2

:

と
一芸

高
年
長
町
v

v

肉審

理

理

詰

E
の
修
行

.，
芝

血

小

中

ヤ

4
却
人
限
度

v'網

"?"
Eし昔
話・に仏

房
、
氏
仇
、
，

a?ω
町、

種
訴

aqea胃

いて

7
月舗

UHa-でに
H-y
，
A
字
削

象
磁
町

9

2
"
2
7
1
4
へ-

E
K
 

M山 "1'



お知らせ・..麟宮301-1111絢子氏初 ニa隆文略寓'-T.l-1

圃
康
度
マ
'
チ
ャ
ン
ト
シ
』
ド
セ
ン
タ
ー

:
!7-

-
ae8403FA握@
旬

404

j
az
z
i
--

・3
2
8
2開
、
次
官
l

A
f
t
 

'
月

-a闘俸
と

a77H樋川
倒
今
後

S
崎

E''崎
.，
，
l
，

『
e
ソ
コ
シ
の

E
2
2そ
:21Mmma」

i
?
"人
z
f
7

品目-周
虚
圃
同
胞

と
き

718nnHW今後

!

:

ーマ
4
4

2
ど

と

Uム
Fua宇会
検
と
凶
」

V

Z
ILEZ;
2切
り

1

0
'
 A-
s
i
z
e
-
-住

f
;縄
自
信

q
g
s

iめ
p
i
t
-
-ヘ・

7，，来、
υ'awタν
$

，色

pazυ'ayla句

71bbtfRuza 

H
明
E
・

園
東
大
寺
ゆ
か
D
の

圃
徳
地
町
を
訪
問
し
よ
う

z
s
i
-
-山口

眠

E
l
i
s
--

I
s
i
s
-
E
T
 

u
i
f
e
-
-

S
A
1
齢
岨
何
人

・・
肉
審
で

鎗
緬
町
の
家

a

Z727t-141 

巾九時

u-FUど
・
・
し
温
み

は

MFSに

司

馬

1
代
自

R

電
?
い
て
A
I
N
S

i
i
i
i
;ぃ

場

AHu--可

ス
ポ
ー
ツ

一
同
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
喜

f
i
-
-
!
 

と

-aH7H"午値
開

g
陶
噺
引
か
ら

《

q前
9
時
受
付

-
v企
こ
る

幽
問
働
生

1
1
j
1
1
6
v
 

・2
2ujの噂
人

V

君
"

舞
"
〔
也
会
i

本

eumvnu
?字主

-
入
団
内

v
Eし
込

ー困
問
証
屯

:
1
2
4
!
 

名
、
年
睡
篭
ぷ
需
リ
e

J

沼

mmJ耐

:
i
z

「

巾

e-m体宵
aR・

一
学
園
水
泳
配
師
会

市
ホ
*
・
姐

Mmm
・-aす・

&--nwuω
午
後
1
崎

V
か
句

:
一』ろ

1
7
2
1
1
H

E
2
6
i
z市
内

の
ホ
争
生
で
?
ゐ
賀
民
意
た
思
保
・
v
仰
の
萩

a

f

i
A
l
a
i
 

uza予捻
SAお喝
、
関
町
、

mmv
、
背
泳

e・
'
フ
，
イ
《
笥
園
、

mwmv
，
由時

し
る
み

E
Zに臣、
2
4

U

存
性
綱
‘
・
a断
書
崎
、
州
以
君
情
川
、

M
W
E

符
名
【
W
鮪
》

e
・いて
a凡

"HSでに

必
蔚
で
休
場
八
代
・
・
8
ゐ
m
亨
闘
中
台
兎
ザ

丘

r“
HBU柵
包
・

0
9
2
1》ヘ
・

圃
忽
ら
や
ま

a円
温
水

7

ル

i

f

-

-
・1
4
1

2
P
i
s
a-
z
 

s
i
l
-
-
H
z
f
 

-Hq
・3・Z分
4
3
4
怜

m
a
η
M

i
I41414
E
 

S
t-T町
内
亘
書

z
s
'

-
a
t
f
q
t
 

z
E
1
f
i
n
 

-
E昔で
HT士
-
f刷
合

同
地
陣
趨
・--E
E
2
8
7日
官
占

i
!
1・

公

民

館

6
1
ゐ

7ι

，l
i

h

九
千

1'同
V
F直
前

1
8

1
4
i
i
i
 

iτ
白

u
h
-
-

i
f
F
d
向
。

ゆ
@
良
関
陣

'
d
p旬
グ
働
プ
，
建

-buど
一

マ

p
z
i
4
i

マ

EtZI--E町
役

ハ

v

i
l
i
-
-

Z

L
両

i
p
F

Z
一
6u
ハ
7
肉

V
R傑

fa

g
一
万
円
高

412a

z
-
-品
!
a
E'e

iiu一
11

i
i
f
g
i
v
H
 

甲

I
I
5
3
4
;

I
l
i
-

-
h
t
同

V

・R
-
z
t

干
問

YEa-プ
情

i
!
1
d
 

ijマ
巴
ι

《(ハハ
h高附

， I跡A ・

偽
公
民
歯
周
の
蝕
宣
へ
の
剛

LAm-今同地、

E
Z
E幸
町
作
所
、

q

p
g、電
E
z
-
-

め
切
。

Haaでに
必
着
で
符
公
民
館
へ
-

uufE27号
f嶋

日
号

Z
E
a
l
u

内

HOLn制リ・
園
中
央
公
民
館

-
EE--L 

-i
 

ー

;
ef
zqT

サ

の

-ms凶〔
7nnH)の
且
胃
袋

es

E
k
f
i
i
 

と

--
7
M
M肉
"
q後
2
時制
Y
か
勺
-

a
g
食
、

-Z盆
R
e
M
指
し
た

-nM烹7
ト
・
7

zaEu--q官
民

1
1
f
:〈
Eぃ.

園
間
郁
公
民
館

圃

守
捌
・
問

S
岡国
E

A

-

-
!
 

z
f
i
l
s
-

日
附

・

'"nu綱"
勾
・

TAH4{eq・

8
月
1
日
は
国
民
健
康
保
険
制
(
第
E
期
分
)
の
納
期
限
で
す

H
保
時
限
斜
は
医
軍
費
老
支
払
う
大
切
な
財
置
揮
で
す



市役概念制 111¥ぬ〒底調二条大館陽一丁目11・ お知らせ

健康のコーナー
範 1 . 2 . 3 ' ~ Jl・'"刷ト閣に

創刊叫~:(!'U:II:.J^叫予
約~'，e..)

3歳児健康鯵査
-・対象 学院21f'9Jll(1守重れかり，.

3匂縄問111:1.叫"おとい酎
明日知L奉唱， ..ζろー制

問〈丙*itllJ) ~ fOlW-&IrJ1t1It. 

41Uti1l帆剛脚附開.
州健刷 同岬同 制刊日冊

〈曾~6 111)、
小児慢性特定疾患相餓

幽明，:br:り 制肌，:11:…・

のみ"らず介盆等，:11し〈人 f'1長'墜する
1叫輔の負酬 重〈 抗倒締約にも

a蜘);d ，ゆ酬位制使息に引で
柵."会同【P榊細川問うこ
とιよ句組切"穫後fι訴の.. 援をほかる，
と'"闘と Lて実亀 ~t....

・"堅企ろ ① 81l1n州制<<酬
明抑制4 司 6， 7 ，)⑧8 

"舗崎山恥けー 〈酌丘二

rn 叫 5911) 1!;III''u'ずれも時
』ト問 惨岡崎酬は開命

また"その師 同町一叩に関

村こと 1~Jöt-1ド闘する ζと酬諸に

闘すること..c込み 電舗でJII'.H単健
編へ61¥41J剛志でに予約して〈ださい

跡 目夜明閉 じ 叫例制 了

凶酬明岬， "筒〉

・・.復調阻内科小拠n ...受付
州刷印刷吋刷ト6嶋本

金問街日午後9時事~塑・6時.. 
.係自.師陣酬 仁 献酬 丁

目，j;役所酬 時 3， 4 ~) 

・・同酬桝"刷.嗣叫1ド~午
後，.帆

生涯学習セン夕一の設計競技 l肱志叫じまる
"俵医待〉 ‘e夜段市t唯佐置.院'膏開.包~， 一 の娼'績廃2役量 d⑤E応.. 育町'織魯 ‘檀"‘‘十主法玄a銑恥H集‘の，有H慣随嶋t釘荷で
帥伽h色

こ川の..ンけ山，ト一は 人地生酬叫時代め叫酬企一<!llllltil'叫専軸吋の崎.岡暗
制帽の補人に仰い惜吋闘にお 敏俗杉，・"，，.

円当面H 師四時恥むけて脈 融制，"
信欄酬を酬は，'企時貯oc 醐延岨"柵.-珊d
叩問のdはさんのI!IIII:帽できる叩""'''¥1.18 "，1脚目¥tKiI'!liI欄
I時闘とLて制して".1" 酎 刷晴肘るた制問醐蜘

四叫h て"酬に餅Jした・れ 碕酬を阻lf:JU!酬を甫酬帥後
円引花アイタγ叫〈蜘日め 刊 で師Lています.制時聞は司'"
駒郡↑酬を噛し.......1III1l.¥l!IW， の鴨川-n聖叫 ..酎相される
輔E 叫出~"".. 喝のふS 師岡句1'1酬を岡射のこと.

崎蜘肘一 般公a・1i，f. <わし'"畑、

休日夜間の急病J$;観

.附'農 村臥i句人(時J性 高阻

鋤ヲ"'守"銅は隊"

唱

附.-，生後 4州叫 間 宮山十

嵐 剛 、附閥、帽皿金輔

の州場制閉山...日付

同世事師岡(商M 町 時 "
1 1 )'~W'1意 1' 2 ' 3 ' ~畑l午.
9時-IOIHζ受H.o!i余良保.. 曽ンター
活発令丘二川 崎 5911)<j削

京雪量管君2管長
"耐酬闘，岡崎K珊し甘.

叫 E抑制'"山山叫

融制山.すが、 7J!11l明白色人……一時附欄内帆酬醐 U肌

楓四綱 同町 寸断係

..ン，一、

間 耐 J市 1・仲2榊
l 企.企ζ.
l州日目 l岨刷 Ii!Hl:jjIj，.... ~ ，一l
乳一児健康相桜 • 

a語草萱:

• 
.1じよう!i予防の相霞と教室
酬しけ昨引て刊しねた書η

の酬でもある剛山L麗しけ

制時A恥市柑同時開融け

.同行司いH .腕白紙黒山

人の時制""闘の予防胴盛岡H

す

5忌

4か月児健康惨竃

純""""18

".Ldll'噌てMだろう
叫紳叫鋤

*，，".，で..引9る」と
~ <!:8'eI131f1桝後 1 ・ト 1 時相受

付"'防闘の円相ついては崎直献

"に岨';11" ~ <!: ;;.~制似断 '
H ・0・5止の人初人..c込山
.山崎闘を池山りを

奮いて、川制打に岨叩(剛

西-t-:i主町:!OO-~) ""'-"'.畑山紬弘

検 ~
絡帳の...見をめ，すF怖のHJ<・・2禽
〈前期分〉を.の口械で実施L虫ず

・8険!I~.;:'する‘縄県，.り まだ完全に

同信 q，~てい. ぜん 8分のため .た

みん誌の同に耽ー酢検診を必ず受

付 l. "l . h t•さんの曹の造叶肝シ

"シ4剛造同"すので a出温い
だき‘'.

レンbゲシ鎗膨低 金Jl，'"タン等の弘
ぃ・'lI1'.晴r:，..で受けら叫す当日

時剛山rい 血圧酬を叫岨酬

畿にも応じます "舗がS側も

民信敏住

j
j
i
j
I
'm-一一
pili--z!


	～平和の願いを世界へ～
	市民文化フェスティバル　「八重桜祭」出場者を募集
	親と子の施設見学会
	六月定例市議会　全案件が成立
	就任のごあいさつ　奈良市議会議長　扇田善次
	7月・8月は青少年を非行から守る強調月間　こんなときは早めに少年指導センターへ
	市が収集しないゴミ、一般廃棄物処分手数料
	行政
	8月　移動図書館巡回日程
	催し・教室
	スポーツ
	公民館
	善意銀行
	健康のコーナー
	生涯学習センターの設計競技はじまる

